
Monthly 
Zen-noh 
Gunma

Ⓒ群馬県ぐんまちゃん

https://www.zennoh.or.jp/gm/

�����
��������
�����

4
2022 April

No.239

河津桜（前橋市内）

Contents

事業のうごき ２ インフォメーション ６〜７

組織機構図 ３ アートクッキング 裏表紙

令和４年度事業計画 ４〜５ 花木流通センター便り 裏表紙



事業のうごき

畜産農産部
●▶酪農畜産課
○生乳の計画生産の推進

○初妊牛導入推進

○素牛導入推進

○種豚導入推進

○渋川家畜市場の和牛及び乳用牛の集荷・販売推進

●▶米麦特産課
○令和３年産民間流通麦引取推進

○令和３年産ビール大麦引取推進

○令和５年産民間流通麦生産計画調整

○こんにゃく荒粉・精粉販売推進（入札の実施）

園芸部

●▶園芸販売課
○共計ほうれん草販売	 （周年）

○共計チンゲンサイ販売	 （周年）

○共計味にら販売	 （周年）

○共計ブリックスナイン販売	 （６月末日迄）

○県統一規格共計きゅうり販売	 （７月末日迄）

○ＪＡ野菜振興計画の目標達成に向けた取組支援

○農産物の安全・安心確保対策

○園芸作物生産実証農場の運営

●▶販売促進課
○春野菜販売促進

○もやし類・加工野菜販売促進

●▶園芸資材課
○夏用出荷資材予約・当用推進

　（枝豆・みょうが・おくら・なす・ほうれん草他）

　○春夏用青果物段ボール予約・当用推進	

○果樹袋当用推進（りんご・ぶどう・なし・もも他）

○農ビ・農ポリマルチ予約・当用推進	

○夏用野菜種子推進

　（ほうれん草・枝豆・とうもろこし他）	

○セル苗の予約推進（トマト・ナス他）	

生産資材部
●▶花木流通センター
○春の菜園フェア	 ４月８日（金）～１１日（月）	

　○ゴールデンウィーク菜園フェア

	 ４月２９日（金）～５月９日（月）

●▶肥料農薬課
○セルフブレンド推進

○水稲肥料農薬推進

○茎葉処理除草剤大型規格推進

○バンカーシート推進

●▶担い手推進課
○大規模・系統未低利用生産者への推進支援

○ＪＡの出向く体制強化支援

●▶施設住宅課
○賃貸アパート・個人住宅推進	 （周年）

○カクイチ物置・広スペースハウス推進	 （周年）

○住友不動産(株)「新築そっくりさん」推進（周年）

生活燃料部

●▶生活課
○蓄電池推進	 （周年）

○シロアリ防除事業推進	 （周年）

○ＪＡタウン取扱品目拡大

○令和４年度新茶推進	 （４月～６月）

●▶葬祭センター
○ＪＡのペット火葬推進

●▶石油課
○オイルキャンペーン	 （２月～５月）

○春期タイヤキャンぺーン	 （３月～５月）

●▶ガス課
○ガス・でんき新規獲得推進	 （４月～３月）

○給湯器燃料転換推進	 （４月～２月）

○春の暖房機器推進	 （４月～６月）

○ガス器具推進	 （４月～１２月）



令和４年４月１日

総代会（総会）

経営管理委員会

理 事 会

県 本 部
県本部運営委員会

令和４年度
全農群馬県本部 組織機構図
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№ 農機センター機構名 № 農機センター機構名 № 給油所機構名 № 給油所機構名
1 荒 砥 Ｍ Ｃ 21 板 倉 Ｍ Ｃ 1 甘楽富岡燃料配送センター 21 郷 原 給 油 所
2 富 士 見 Ｍ Ｃ 22 西 邑 楽 Ｍ Ｃ 2 富 岡 バ イ パ ス 給 油 所 22 北 軽 井 沢 給 油 所
3 宮 城 Ｍ Ｃ 23 館 林 Ｍ Ｃ 3 富 岡 南 部 給 油 所　 23 太 田 給 油 所
4 いせさき東部ＭＣ 24 多 々 良 Ｍ Ｃ 4 下仁田インター給油所 24 上 津 セ ル フ 給 油 所
5 い せ さ き Ｍ Ｃ 5 富 士 見 給 油 所 25 沼 田 セ ル フ 給 油 所
6 さ か い Ｍ Ｃ 6 芳 賀 給 油 所 26 川 場 セ ル フ 給 油 所
7 たかさき東部ＭＣ 7 宮 城 給 油 所 27 利 根 東 セ ル フ 給 油 所
8 たかさき北部ＭＣ 8 荒 砥 給 油 所 28 新 治 給 油 所
9 榛 名 Ｍ Ｃ 9 粕 川 給 油 所 29 久 呂 保 給 油 所
10 碓 氷 安 中 Ｍ Ｃ 10 は ぐ く み 西 部 給 油 所 30 片 品 給 油 所
11 藤 岡 Ｍ Ｃ 11 は ぐ く み 倉 渕 給 油 所 31 世 良 田 給 油 所
12 富 岡 Ｍ Ｃ 12 は ぐ く み 東 部 給 油 所 32 新 里 給 油 所
13 妙 義 Ｍ Ｃ 13 碓 氷 安 中 本 所 給 油 所 33 笠 懸 給 油 所
14 甘 楽 Ｍ Ｃ 14 吉 岡 バ イ パ ス 給 油 所 34 藪 塚 給 油 所
15 子 持 Ｍ Ｃ 15 鯉 沢 バ イ パ ス 給 油 所 35 城 西 の 杜 給 油 所
16 榛 東 Ｍ Ｃ 16 榛 東 セ ル フ 給 油 所 36 た た ら セ ル フ 給 油 所
17 あ が つ ま Ｍ Ｃ 17 沢 田 給 油 所 37 長 柄 給 油 所
18 新 田 Ｍ Ｃ 18 高 山 給 油 所 　 38 中 野 給 油 所
19 み ど り Ｍ Ｃ 19 名 久 田 セ ル フ 給 油 所 39 邑 楽 館 林 本 所 給 油 所
20 太 田 市 Ｍ Ｃ 20 東 給 油 所 40 いたくらセルフ給油所

全体の名称一覧
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ＪＡ全農ぐんま 3か年（令和４～６年度）事業計画のあらまし▶
環境変化に迅速かつ円滑に対応環境変化に迅速かつ円滑に対応

１．	新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、国内外の社会・経済活動は制約され、新しい生活様式により
国民の暮らしや価値観は変容し、多大な影響を受ける。

２．	県内の総農家数や農業就業人口の減少・高齢化がすすみ労働力不足の深刻化。労働力不足に直面してい
る農業生産現場では、ロボット・ＡＩ等の技術を活用したスマート農業の実装の加速化が重要。

３．	群馬県の人口は、平成17年から16年連続で減少し、65歳以上の高齢者の割合は30.4％と調査開始以
来初めて３割を超え、過去最高。人口減少に歯止めかからず。

４．	ＪＡグループを取り巻く環境は、経済事業において農業生産基盤の縮小にともない取扱高が減少。ＪＡ
事業では信用・共済事業の収益低下が顕在化し経済事業の収支改善が求められるなか、営農推進体制の
強化や事業運営コストの削減など経済事業の収益力改善が急務。

情勢認識

今次３か年計画では、「2030年の全農グループのめざす姿」を実現するために、前3か年計画で策定し
た「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の３つの基本目標と「ＪＡへの支援強化」を
軸としてＪＡ経営基盤の強化に向けたＪＡ経済事業の収益力向上・収支改善に向けた施策を提案し、引き
続き実践に取り組みます。
１．販売事業
　　	園芸事業では直接販売や予約相対取引を拡大、社会的課題である物流体制の構築やＧＡＰの導入によ
り環境へ配慮した持続的農業生産に取り組みます。酪農事業では県内組織再編による所得増大、米麦
事業では米麦保管管理体制構築による流通基盤の強化を進めます。

２．購買事業
　　	トータル生産コスト低減に向けて、規格集約段ボール及び需要結集マルチ購入の普及・推進や肥料・
農薬の銘柄・規格集約、低コスト資材の普及・取扱拡大に取り組みます。また、燃料事業ではカーボ
ンニュートラルを見据えたマスタープランを実践します。

３．営農事業
　　	ＪＡとの一体的推進機能構築に向けた担い手推進担当者の育成、本会の部門横断的支援体制づくり強
化に取り組みます

４．ＪＡ支援
　　経済事業の事業課題解決に向け、ＪＡ域を超えた広域施策「事業別マスタープラン」をもとに、ＪＡ
　　との対話を継続し、経済事業の収益改善に向けたＪＡの取組を支援します。自己改革の実践及び経営
　　基盤強化の取組を包括的に支援すべく、中央会・各連合会と連携します。

重点実施策

＜2030年の全農グループのめざす姿＞
持続可能な農業と食の提供のために “なくてはならない全農” であり続ける
１．ＪＡと本会が情報を共有し、一体となって生産者にベストな支援をおこなう。
２．マーケットインを起点に、ＪＡグループとしての食農バリューチェーンを構築する。
３．地域の暮らしと食に貢献するとともに、環境に配慮した事業をおこなう。

中期計画
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事業別具体策（県本部取扱高1,378億円）

１．	酪農畜産事業では県内酪農組織の再編や育成牛センターでの初妊牛の生産販売、乳用牛セリ市の開催
により妊娠牛の流通を促進する等、後継牛確保対策を遂行します。

２．	米麦大豆事業では実需者ニーズに基づいた米の集荷による販売力を強化、麦の全量播種前契約締結に
よる生産と供給の安定、高品質麦の生産による需要拡大に取り組みます。

３．特産事業ではこんにゃくの年間平均販売による有利販売を実施し、多様な生玉取引方法による価格形
　　成力を強化します。

畜産農産事業（178億円）

１．	園芸販売事業では実需者ニーズに基づく生産提案や青果物一次加工事業などを通じ、販売力強化に取り組
みます。需要に即した販売力強化と系統販売基盤の維持拡大に取り組みます。

２．生産対策事業では野菜の生産拡大のためＪＡの野菜振興の取り組みおよび安全・安心な農産物の生産体制
　　の確立と出向く体制強化を支援します。
３．販売促進事業では量販店、実需者等への営業を強化し、Ｇルート販売の拡充、消費宣伝活用等により販売
　　強化に取り組みます。
４．	園芸資材事業では消費地需要に合った新商品や施設園芸の高品質・高収量化技術を提案・普及します。また、
規格集約段ボール及び需要結集マルチ購入の普及・推進を進めます。

園芸事業（805億円）

１．	生活事業では農家組合員の暮らしに必要な生活用品の提供、環境保全や高齢化社会に対応した商品をは
じめ、ＪＡタウン(ＥＣ）の取組を強化し、県産農畜産物を直接消費者へお届けします。

２．	葬祭事業では事業基盤の強化に向けた体制整備としてＪＡ葬祭事業の継続性確保を目的とした葬儀施行
業務外部委託のスキーム推進に向けて新たな葬祭事業体制に取り組みます。

３．	石油事業ではカーボンニュートラルを見据えたマスタープランの実践や営農用燃料の配送拠点の集約・
効率化に取り組みます。また、小売機能強化に向けて新たな事業体制を目指します。

４．	ＬＰガス事業ではホームエネルギー事業の展開、ＪＡグループ全体の保安強化や営農支援の強化に取り
組みます。

生活燃料事業（256億円）

１．	肥料農薬事業では資材の銘柄・規格集約や省力・低コスト資材を普及、多様な生産者ニーズへの対応
力を強化、花木事業では植木や野菜苗の生産者との協力関係を強め販売を拡大します。

２．	担い手支援事業では大規模・系統未低利用生産者への推進支援、担い手推進担当者の育成、本会の部
門横断的支援体制づくり強化に取り組みます。

３．	農業機械事業では低価格モデル農機の共同購入の実施によるトータル生産コストの低減への取り組み
と、ＩＣＴを搭載した農業機械の提案を行います。

４．	施設住宅事業では施主代行の計画・設計・施工管理による総合機能を発揮し生産基盤の維持・拡大に
資する施設建設に取り組みます。

生産資材事業（137億円）
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JAたのふじ吉井・
入野統合支店起工式

２月17日（木）、ＪＡたのふじ吉井・入野統合支店

新築工事起工式が高崎市吉井町の建設予定地で執り行

われました。式には、ＪＡ役職員や工事関係者、設計

を務めた当県本部関係者等が出席し、鍬入や玉串を捧

げるなどこれから始まる工事の安全を祈願しました。

新支店は吉井・入野の２支店が統合し、現在の吉井支

店敷地内に建設します。周辺環境に合わせ平屋建てと

し、会議室の全面を開放する事ができ、内外部を一体

的にしてイベントなどに利用できる設計となっていま

す。令和４年10月に完成の予定です。

SSキャンペーン抽選会

２月15日（火）、伊藤本部長、新井副本部長ら関係

者によるＪＡ－SS冬の大感謝祭キャンペーンの抽選

会がＪＡビルで行われました。このキャンペーンはＪ

Ａ－SSをご利用くださるお客様に感謝の気持ちを込

めて、県内ＪＡ－SSで12月～１月の２か月間実施さ

れました。Webと応募用紙併せて、53,528件のご応

募をいただきました。厳選なる抽選の結果、上州牛・

高崎ハムチョイスギフト各300人、群馬県産豚肉＆牛

肉・赤城どり焼き鳥各200人の合計1,000人の当選者

を決定しました。たくさんのご応募をいただき、あり

がとうございました。

ぐるぐるスタンプラリー当選者決定

企画経理課が実施した「暮らしまるっとＪＡ巡り！

ぐるぐるスタンプラリー」が終了し、抽選により当選

者が決定しました。このキャンペーンはＪＡ総合事業

（直売所・ＪＡ－SS・クミアイプロパン）の相互利用

活性化・認知度向上を目的に12月～１月の２か月間、

携帯端末を活用したデジタルスタンプラリーとして実

施されました。当選者には群馬県産「レンジアップご

はん利根きらり」６個入りやクミアイプロパン・ジャ

ンプアップ賞の「野菜ボックス」（ＪＡ佐波伊勢崎）を

お送りいたします。当選者の発表は商品の発送をもっ

てかえさせていただきます。たくさんのご応募をいた

だき、ありがとうございました。

群馬県農機事業経営委員会

２月18日（金）、農業機械課は「令和３年度群馬県

農機事業経営委員会」を開催し、唐澤会長をはじめ県

内ＪＡ組合長・理事及び当県本部関係役職員が出席し

ました。

本経営委員会は、「農機協同事業体」発足より毎年開

催しており、今回で14回目となります。当日は令和

３年度事業報告、令和４年度事業計画・覚書締結・経

営委員会役員の選任について協議が行われ、すべて可

決承認されました。
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【お問合せ先】ＪＡ全農ぐんま 生活課　TEL：027-220-2351　FAX：027-220-2324

２月15日（火）、生産振興課はＪＡ－TAC活動優秀
者表彰式を開催し、ＪＡ－TAC表彰者・活動研究会役
員、当県本部の関係役職員らが参加しました。この表
彰はＪＡ－TAC事業強化と活動の高位平準化を目指す
ため県下統一基準にもとづき、優れた活動を実施した
担当者やＪＡに贈られます。例年ＪＡ－TACパワー
アップ大会を開催し活動事例報告などを行っていまし
たが、今年は「まん延防止等重点措置」期間中のため
表彰式のみとなりました。優秀表彰者は以下のとおり
です。（今回ＪＡ表彰はなし）

JA−TAC活動優秀者表彰式

放 映 予 定 ３

中村 柚貴子アナ

※タイトル・放送内容等は
　変更になることがあります。

番組名／提供 放送日 ※再放送日 時　間

お野菜キングダムⅡ〈４月号〉／JA群馬中央会 ４月４日（月） PM 9：00 〜 9：30
※４月10日（日） AM 8：00 〜 8：30

新鮮な農産物をお届け！産直ゆうあい館 ／JA前橋市 ４月11日（月） PM 9：00 〜 9：30
※４月17日（日） AM 8：00 〜 8：30

続々誕生！高崎の若手生産者 ／JAたかさき ４月18日（月） PM 9：00 〜 9：30
※４月24日（日） AM 8：00 〜 8：30

春の花木流通センター（仮）／JA全農ぐんま ４月25日（月） PM 9：00 〜 9：30
※５月１日（日） AM 8：00 〜 8：30

伊勢崎市の特産品の「にら」と「やまといも」を使
用した餃子セットです。手包みで１個１個丁寧に包んで
おります。食べ応えある餃子をお楽しみください！

※写真はにら餃子です

アクセスはこちら！
https://www.ja-town.com/
shop/c/c3201

〜今月のおすすめ〜〜今月のおすすめ〜
「JA佐波伊勢崎 にら餃子・やまといも餃子セット」「JA佐波伊勢崎 にら餃子・やまといも餃子セット」

www.ja-town.com
ＴＡＣ担当部門 ＴＡＣ新人担当部門

ＪＡ前橋市 吉田　雅史 ＪＡたのふじ 木村　直人
ＪＡ佐波伊勢崎 大山　祥平
ＪＡたかさき 井上　博文
ＪＡはぐくみ 清水　聖也
ＪＡ太田市 小沢　恭平

他にもいろいろ！

・選べる４袋 ・選べる６袋
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『県本部通信』における個人情報の取扱いについて
『県本部通信』に投稿いただいた方の個人情報は、プレゼントの発送やお返事、紙面での紹介に使用させていただきますのでご了承くださ
い。また、これらの個人情報は前記の目的以外には使用せず、ご本人より事前に同意をいただいた場合以外には一切開示いたしません。

自由なご意見・ご感想をお寄せください。
《あて先》〒379-2147 群馬県前橋市亀里町 1310番　JA全農ぐんま「県本部通信」係まで
E-mail：info-gunma@gm.zennoh.or.jp ※JAメール等でも結構です。

この印刷物は大豆インキを
使用して制作しています。

花木流通センター便り

石垣 惠美Food adviser

1979年から群馬県家の光講師。
FM局等でも活躍中。

Art Cooking

花木流通
センター
花木流通
センター

至高崎市街地

K  B　KU
花 木 流 通 セ ン タ ー

7月～3月 毎週火曜日定休

営業時間 9:00～17:00 (4～5月）
9:00～16:00 (6～3月） 前橋市亀里町1307-1

TEL027-220-2427 FAX027-220-2424

□発行／令和４年４月１日発行　□発行人／高田　宗徳　□ホームページアドレス／https://www.zennoh.or.jp/gm/　□E-mail／info-gunma@gm.zennoh.or.jp
□発行所／全国農業協同組合連合会群馬県本部  管理部企画経理課　〒379-2147 前橋市亀里町1310番地　℡027-220-2223  Fax027-220-2229

●みのり館については火曜も営業しております。

ミルクコンフィチュール（ミルクジャム）

1 鍋にグラニュー糖、生クリーム、牛乳を入れ、中
火で木じゃくしでゆっくりかき混ぜながら煮詰め
る。バニラオイルを加える。鍋底にすじが書ける
ぐらいまで煮る。

2 保存瓶を煮沸消毒する。
3 １のミルクジャムを入れしっかりとフタをする。
（コーヒーを小さじ１加えコーヒーミルクジャム
や紅茶、抹茶等変わりジャムもよい。）

作り方

材　料

牛乳･･････････････････････････････････････ 100cc

生クリーム･････････････････････････････････ 100cc

グラニュー糖･･････････････････････････････････60g

バニラオイル･･････････････････････････････････少量

１瓶分	 （１瓶分702kcal）

開催日 内　容
４月８日㈮～ 11日㈪
４月29日㈮～ 5月9日㈪

春の菜園フェア
ＧＷ菜園フェア

開催日 講習会 etc

４月16日㈯、17日㈰、
20日㈬

栽培講習会
トマト、なす、きゅうりの定植

※�店内では、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止対策にご協
力ください。


